2015年度事業計画書
2015年4月1日から2016年3月31日まで

NPO法人アジール舎

１.事業方針
　・以下の事業を実施することを目標とする。
　
２．事業実施計画
（1）児童デイころぽっくる（児童福祉法 法定事業）
	事業名
	具体的な事業内容
	（A）実施日

（B）実施場所

（C）従業者数
	（D）対象

（E）人数

（F）利用料

	児童発達支援

ころぽっくる
	・常勤職員3名を迎え、年度初めに全体職員研修（専門、制度・職場理解、療育全般、保護者支援等）を行う。
・新しい管理責任者を配置し、保護者支援や職員育成の強化を図る。

・入ころぽっくる式を開催する。

・心理士、作業療法士、言語聴覚士、保育士等の異職種連携の療育に取り組む。　
・お出かけ療育を年3回実施する（鴻ノ巣山運動公園）。 
・アジール親会を開催する。モニター観察とガイダンス（隔月）。

・就学（園）オリエンテーションを実施する。年間を通して就学（園）に向けた継続した支援を行う。
・WISC-Ⅳ知能検査セットの購入と研修への参加を行う。
	（A）月～金曜日

（B)ころぽっくるの家

（C）10人
（非常勤・パート職員含）


	（D）幼児

（E）37人

（宇治市37人）
（F）1割負担


	放課後等デイサービス
はらっぱ
	・子どもの発達課題に配慮したグループ編成（そら・だいち）を行う。
・月末土曜日に“はらっぱプラス”を継続する。子どもたちの自立した生活を基本に、より実生活に近い子どもたちの自己実現の場とする。午前：スポーツ部、料理部、午後：たんけん部を設定する。
・夏休み期間には、はらっぱプラスのスペシャル療育を予定。
・アジール親会を実施。モニター観察（隔月）。
	（A）月～土曜日

（B)ころぽっくるの家

（C）14人（非常勤・パート職員含）


	（D）小学生・中学
　生
（E）86人

（宇治市79人、
京都市5人、城陽市2人）
（F）1割負担


	保育所等訪問支援

子ども訪問ころぽっくる
	・園、学校や教育委員会との連携を図りながら、個別ニーズへの直接・間接支援を実施する。
・保育所への訪問支援を実施予定。
・今までの実績を基本に小学校や支援学校との連携を強化する。
・言語聴覚士、作業療法士、心理士といった支援体勢でニーズに応えられるようにする。
	（A）月～金曜日
（B)園、学校へ訪　問
（C）3人（兼務）

	（D）幼児～小学生・中学生
（E）3人
（F）1割負担



（2）子ども発達相談支援室 ぴりか（児童福祉法 法定事業）
	具体的な事業内容
	（A）実施日

（B）実施場所

（C）従業者数
	（D）利益対象

（E）人数

（F）利用料

	・4月24日開所式を開催する。行政、社会福祉協議会、福祉関係機関をはじめ参加。地元紙等マスコミ取材もある。
・ころぽっくる（児童発達支援）とはらっぱ（放課後等デイサービス）に通所している利用児の切れ目のないモニタリングと、サービス等利用計画の作成を行う。
・相談支援事業のPRを行う。
・7月新潟県南魚沼市の議員（13名）視察予定。

・相談支援専門員の府の初任者研修を受講予定。
	（A）月～金曜日

（B)そうだんの家
（C）3人（兼務）

	（D）幼児～小学生・中学生
（E）120人
（F）無料



（3）アジール心理発達相談室（自主事業）
	具体的な事業内容
	（A）実施日

（B）実施場所

（C）従業者数
	（D）利益対象

（E）人数

（F）利用料

	・ひきこもり等で悩みを抱える家族支援を行う。
・乙訓での出張相談を実施する。
・宇治市の特別支援教育ブロック研究会へ参加する。
・親子塾との連携は継続して取り組む。
・児童デイころぽっくるとの連携を行う（とくにアジール親会での保護者相談）。

・児童デイころぽっくる利用児への発達検査を実施する。
	（A）火～木曜日

（B)そうだんの家
（C）2人（兼務）

	（D）幼児～大人
（E）20人
（F）1,000円/回


（4）アジール親子塾（自主事業）　　
	具体的な事業内容
	（A）実施日

（B）実施場所

（C）従業者数
	（D）利益対象

（E）人数

（F）利用料

	・心理相談室やはらっぱ（放課後等デイサービス）と連携を図りながら、親子への支援を実施する。
・不登校児への学習支援に取り組む。
・親子塾修了児への学習フォローに取り組む。
	（A）月～金曜日

（B)学びの家

（C）4人


	（D）小学生
（E）18人

（F）1,500円/回


　
（5）情報交流スペース　すぷりんぐ（自主事業）
・通信発行（年4回）

・文庫整備を完了する。
・「夏だ！ころぽっくるDEあそぼ」開催…7月31日（金）
・「はらっぱ祭」（子どもフェスタ）開催…10月24日（土）
・法人パンフレットに子ども発達相談支援室 ぴりかの差込み制作。
・本館と外観の掲示板のリニューアル。
